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最
後
に
同
書
で
引
用
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
の
「
讃
酒
歌
」
か
ら
一
首
。

價
無
き
宝
と
い
ふ
と
も
一
杯
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
益
さ
め
や
も
（
三
四
五
）

あ

た

い

ま

「
價
無
き
宝
」
と
は
仏
教
の
「
無
價
宝
」
に
通
じ
、
仏
教
の
教
え
よ
り
も
一
杯
の

む

げ

ほ

う

酒
が
勝
る
と
い
う
意
味
と
の
こ
と
。
い
か
な
る
宗
教
学
問
に
対
す
る
欲
求
も
、
本
当

は
「
食
」
に
は
か
な
わ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
四
六
判
、
二
五
三
頁
、
悠
書
館
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
二
一
〇
〇
円
）

（
し
ら
い
し
・
む
つ
み

弘
前
大
学
特
別
研
究
員
）

『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』
（

民
俗

編
）

大
湯

卓
二

本
書
は
、
当
初
『
岩
木
町
史
』
編
纂
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
岩
木
町
が
弘

前
市
と
合
併
と
な
り
、
そ
の
た
め
既
刊
の
『
新
編
弘
前
市
史
』
十
一
巻
の
続
刊
と
し

て
『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』
（
平
成
二
二
年
三
月
）
の
刊
行
と
な

っ
た
。

従
っ
て
、
本
書
は
旧
岩
木
町
の
自
治
体
史
と
し
て
の
体
裁
を
と
り
、
考
古
、
歴
史
、

民
俗
、
近
現
代
、
編
年
資
料
と
い
う
各
分
野
の
資
料
編
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
『
新
編
弘
前
市
史
』
十
一
巻
で
は
、
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
民
俗
分
野

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

本
書
の
総
頁
数
は
、
九
〇
七
頁
ほ
ど
で
、
そ
の
約
三
分
の
一
が
民
俗
分
野
に
当
た

っ
て
い
る
。

第
Ⅴ
部
民
俗
分
野
の
編
集
方
針
を
見
る
と
、
岩
木
地
区
の
庶
民
の
生
活
を
記
録
す

る
た
め
、
民
俗
調
査
を
実
施
し
、
調
査
資
料
を
基
に
編
纂
し
た
と
あ
る
。
対
象
と
な

っ
た
話
者
は
一
四
四
名
に
上
る
。

そ
こ
で
第
Ｖ
部
の
具
体
的
な
記
述
内
容
は
、
民
俗
の
一
般
的
な
民
俗
分
類
（
社
会

構
成
、
生
業
、
衣
食
住
、
人
生
儀
礼
、
年
中
行
事
、
信
仰
、
口
承
文
芸
）
の
八
項
目

分
類
を
用
い
、
そ
れ
に
「
工
芸
」
と
い
う
項
目
を
加
え
、
九
章
を
八
人
の
執
筆
者
で

ま
と
め
て
い
る
。

第
章
の
「
社
会
構
成
」
は
、
ム
ラ
社
会
と
人
の
繋
が
り
と
機
能
に
つ
い
て
、
第

1

一
節
の
家
と
同
族
（
家
族
の
形
態
、
家
族
の
役
割
、
家
の
な
ら
わ
し
、
同
族
の
結
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合
）
、
第
二
節
は
ム
ラ
の
構
成
と
機
能
（
村
落
の
成
立
、
ム
ラ
境
界
、
ム
ラ
の
構
成
、

ム
ラ
の
運
営
、
ム
ラ
仕
事
、
ム
ラ
の
付
き
あ
い
）
の
二
つ
に
分
節
し
、
具
体
的
な
説

明
に
は
小
見
出
し
を
設
け
、
読
み
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
特
に
、
戦
前
、
戦
後
、

そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
民
俗
変
化
に
着
目
し
て
の
記
述
で
あ
る
。
例
え
ば
ケ
ヤ

グ
・
キ
ョ
ウ
ダ
イ
ブ
ン
の
見
出
し
で
は
、
気
の
合
う
若
者
同
士
を
ケ
ヤ
グ
、
そ
の
な

か
で
も
特
に
親
し
い
人
を
キ
ョ
ウ
ダ
イ
ブ
ン
と
呼
ん
で
付
き
あ
い
を
し
た
。
（
中

略
）
昭
和
六
〇
年
代
に
入
る
と
ケ
ヤ
グ
は
使
う
が
キ
ョ
ウ
ダ
イ
ブ
ン
は
使
わ
れ
な
く

な
り
、
戦
後
生
ま
れ
の
な
か
に
は
、
信
頼
関
係
で
生
ま
れ
た
ケ
ヤ
グ
と
は
違
う
、
作

物
の
共
同
防
除
で
仲
間
に
な
っ
た
者
ま
で
ケ
ヤ
グ
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。

第
章
の
「
生
業
」
は
、
第
一
節
生
業
の
概
況
、
第
二
節
で
は
農
業
、
畑
作
の
開

2

始
か
ら
収
穫
ま
で
の
機
械
化
以
前
の
農
作
業
の
内
容
、
畑
作
、
果
樹
（
リ
ン
ゴ
、
柿
、

セ
リ
栽
培
）
と
多
種
の
農
業
に
つ
い
て
地
域
的
特
色
と
実
際
の
作
業
活
動
を
具
体
的

で
わ
か
り
や
す
く
記
述
し
て
い
る
。
第
三
節
畜
産
、
第
四
節
林
業
、
第
五
節
漁
業
な

ど
の
生
産
活
動
、
そ
し
て
第
六
節
の
交
通
・
交
易
・
運
搬
で
は
、
マ
チ
場
と
近
郊
農

村
と
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
の
数
少
な
い
聞
き
取
り
も
記
録
し
て
い
る
。

第
章
の
「
衣
食
住
」
は
、
第
一
節
衣
生
活
、
第
二
節
食
生
活
、
第
三
節
住
生
活

3

に
分
類
さ
れ
、
衣
で
は
乳
幼
児
の
服
装
、
子
ど
も
の
服
装
、
大
人
の
服
装
と
小
項
を

設
け
、
そ
こ
で
誕
生
か
ら
大
人
ま
で
の
成
長
期
に
あ
わ
せ
、
着
用
す
る
年
齢
ご
と
の

衣
類
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
食
で
は
主
食
、
代
用
食
、
副
食
、
保
存
食
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
食
用
の
方
法
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
衣
食
住
の

説
明
は
、
具
体
的
な
詳
述
で
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
生
活
様
式
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
来
た
の
か
の
理
由
が
見
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
衣
類
の
様
式
の
変
化
や

食
生
活
の
変
化
、
生
活
用
具
の
衰
微
な
ど
、
民
俗
の
変
遷
の
原
因
に
つ
い
て
も
解
説

を
加
え
て
も
よ
い
か
と
思
う
。

第
章
の
「
人
生
儀
礼
」
は
、
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
人
の
一
生
の
節
目
に

4

見
る
諸
儀
礼
の
記
述
で
あ
る
。
第
一
節
産
育
で
は
妊
娠
、
出
産
、
こ
ど
も
の
成
長
と

祝
い
を
第
二
節
厄
、
年
第
三
節
婚
姻
で
は
縁
談
の
成
立
、
嫁
や
り
、
嫁
取
り
婚
礼
以

後
、
第
四
節
葬
制
で
は
、
死
の
直
後
、
葬
儀
、
野
辺
送
り
、
埋
葬
、
死
後
の
供
養
、

葬
法
、
墓
地
と
人
の
一
生
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。
各
節
ご
と
の
個
別

の
儀
礼
の
展
開
は
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
事
象
に
つ
い
て
も
年
代
的
変
化
を

意
識
し
、
聞
き
書
き
資
料
の
採
集
地
を
明
記
し
実
証
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
近
年

の
埋
葬
方
法
の
年
代
的
変
化
で
は
、
葛
原
・
高
屋
で
は
昭
和
二
〇
年
こ
ろ
は
火
葬
で

も
土
葬
で
も
よ
く
昭
和
三
〇
年
く
ら
い
は
ま
だ
土
葬
が
あ
っ
た
。
葛
原
の
あ
る
人
の

姑
は
昭
和
三
七
年
に
長
い
箱
の
棺
で
土
葬
し
た
が
他
は
火
葬
だ
っ
た
と
記
録
し
、
き

わ
め
て
要
領
よ
い
ま
と
め
で
あ
る
。

第
章
の
「
年
中
行
事
」
は
、
家
を
中
心
と
す
る
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
来
た
伝
統

5

的
儀
礼
で
あ
る
が
、
主
に
稲
の
成
長
の
節
目
に
行
事
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
、

近
代
化
し
た
農
業
と
と
も
に
専
業
農
家
が
少
な
く
な
り
、
多
く
が
勤
め
人
と
し
て
生

活
を
送
る
よ
う
に
な
る
と
、
家
中
心
の
農
耕
儀
礼
も
形
骸
化
し
て
し
ま
う
の
も
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

本
章
は
正
月
、
春
・
夏
の
行
事
、
盆
、
お
山
参
詣
、
秋
冬
の
行
事
と
い
う
季
節
の

節
目
に
分
け
て
行
事
を
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
の
聞
き
書
き
を
忠
実
に
記

録
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
断
片
的
な
資
料
ま
た
は
形
骸
化
し
た
事
例
に
つ
い
て

は
、
過
去
の
記
録
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
も
の
、
行
事
が
変
化
し
た
の
は
い
つ
頃
か

ら
か
な
ど
も
加
え
、
周
辺
地
域
と
の
比
較
の
上
で
行
事
の
意
味
を
解
説
し
て
も
よ
い
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か
と
思
う
。

章
の
「
信
仰
」
で
は
、
寺
社
、
家
・
地
域
の
神
仏
、
講
信
仰
、
オ
シ
ラ
サ
マ
、

6

民
間
宗
教
者
、
シ
チ
カ
ム
ラ
、
そ
の
他
の
項
目
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
採
集
資
料
を

主
と
し
て
い
る
が
、
個
別
の
事
例
が
少
な
く
、
地
域
の
信
仰
的
特
質
を
把
握
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
岩
木
周
辺
地
域
と
の
資
料
比
較
を
試
み
、
民
俗
解
説
が
あ
っ

て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

寺
社
の
項
に
つ
い
て
は
、
『
旧
岩
木
町
史
』
を
参
考
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
章

で
は
無
理
に
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

章
の
「
民
俗
芸
能
」
で
は
、
津
軽
地
方
で
は
種
類
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ

7

の
な
か
で
岩
木
地
区
の
獅
子
踊
り
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
る
。
調
査
で
は
、
伝
承
の

消
失
し
た
集
落
や
中
断
、
休
止
か
ら
復
活
を
果
た
し
た
集
落
も
含
め
て
記
述
し
て
い

る
。
具
体
的
な
記
述
は
、
概
要
、
歴
史
的
経
緯
、
組
織
、
演
ず
る
年
間
の
行
事
、
唄

と
い
う
細
目
を
設
定
し
、
獅
子
踊
り
集
団
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
一

方
、
芸
能
の
項
目
の
な
か
に
お
山
参
詣
、
ね
ぷ
た
、
百
万
遍
な
ど
「
信
仰
」
や
「
年

中
行
事
」
と
重
複
す
る
項
目
が
並
ん
で
い
る
が
、
こ
の
章
を
構
成
す
る
基
準
が
よ
く

分
か
ら
な
い
。

章
の
「
口
承
文
芸
」
は
、
話
者
が
激
減
し
、
採
集
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
分

8

野
で
あ
る
。
冒
頭
に
昔
話
、
伝
説
、
世
間
話
と
の
分
類
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特

に
導
入
部
で
は
、
昔
話
が
語
ら
れ
る
場
、
季
節
、
話
者
に
つ
い
て
の
解
説
が
み
ら
れ

る
。
伝
説
で
は
水
部
、
山
の
部
、
祠
堂
の
部
、
家
の
部
、
習
俗
の
部
な
ど
地
域
色
を

捉
え
た
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

章
の
「
工
芸
」
で
は
、
一
般
に
生
業
ま
た
は
民
具
の
な
か
で
記
載
さ
れ
る
項
目

9

で
あ
る
が
、
岩
木
地
区
は
ア
ケ
ビ
ズ
ル
細
工
・
竹
細
工
が
特
に
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め

章
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

1内
容
は
、
作
ら
れ
る
製
品
の
種
類
、
製
品
と
な
る
ま
で
の
材
料
の
入
手
か
ら
完
成

ま
で
の
製
作
技
術
が
主
な
記
述
で
あ
る
。

本
書
は
、
津
軽
に
お
い
て
数
少
な
い
民
俗
誌
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、

章
ご
と
の
記
述
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
地
域
の
特
質
を
う
ま
く
ま
と
め
概

説
的
な
章
や
個
別
の
説
明
と
と
も
に
概
況
を
設
け
る
章
、
資
料
を
羅
列
的
に
記
述
す

る
章
、
事
例
に
つ
い
て
の
分
類
が
不
明
確
な
ま
ま
の
記
述
な
ど
全
体
的
に
一
貫
性
が

欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
執
筆
者
の
調
査
に
よ
る
資
料
を
基
に
忠

実
に
記
録
し
、
わ
か
り
や
す
い
民
俗
生
活
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
民
俗
調
査
に
よ
る
津
軽
地
方
の
貴
重
な
民
俗
資
料
の
記
録
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
九
〇
六
＋
ｘ
ｘ
ⅲ
頁
、
二
〇
一
〇
年
三
月
刊
、
弘
前
市
、
非
売
品
）

（
お
お
ゆ
・
た
く
じ

青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
）

故
郷
へ
の
想
い
を
新
た
に

―
『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』 （

歴
史
編
）の

刊
行
に
寄
せ
て

―

末
永

洋
一

一
本

書
刊

行
の

位
相

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
で
、
青
森
県
内
の
市
町
村
も
そ
れ
ま
で
の
六
十
七


